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会費納入と会員勧誘についてのお願い 

2019年度の会費の納入時期となりました。 

2019年度会費未納の方には，振込用紙を同封させていただきましたので，年会費（3,000円）

をお振り込み下さいますようお願い申し上げます。2～3年分の会費未納の方にはその額を記載

しています。 

また，会員の皆様には，周囲の方々に本学会への入会をお勧め下さいますようお願い申し上

げます。入会案内パンフレットおよび入会申し込み用紙は，ホームページからダウンロード出

来ます。 
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ご 挨 拶 

 

 

第 66 回近畿学校保健学会 

学会長 大平 曜子 

（兵庫大学 健康科学部） 

 

 この度，第 66 回近畿学校保健学会を兵庫大学において，7 月 6 日に開催させていただくにあ

たり，皆さまにひとことご挨拶申し上げます。 

兵庫県の播磨地方の東部に位置する加古川市は，市の中心を一級河川「加古川」がながれてい

ます。野鳥が住む池や湖など豊かな自然に恵まれています。近年は神戸や姫路への交通アクセス

のよさから，大阪も通勤圏とするベッドタウンとして発展してきました。また，加古川市には古

墳や古刹などが多く残っています。聖徳太子や豊臣秀吉，大河ドラマの記憶に新しい黒田官兵衛

ゆかりの地としても注目されました。 

加古川市の教育で特記すべきは「中学校区連携ユニット 12」の中学校区を単位とした特色ある

取り組みです。保育園，認定こども園，幼稚園，小学校，中学校，養護学校が相互に連携を図ると

ともに，地域全体で学校園を支える体制を築き，「地域総がかりの教育」を推進し，このタテ・ヨ

コの連携で子どもたちの連続した成長を支援していこうとするものです。いうなれば，チーム学

校の概念を拡大した一歩先ゆく取り組みともいえるでしょう。学校はいうまでもなく子どもたち

のためにあります。学校全体が「チーム」となって，教育課程の編成や授業内容・学習目標・指導

過程等の決定を行うことが求められ，子どもたちの発達や身につけさせたい学力を想定して，大

人がその道筋をつくらなくてはなりません。また，学校を取り巻く課題の多様化・複雑化に対応

するには，学校外の専門家の支援も必要でしょう。では，子どもたちの健康な育ちと発達，学び

を支援していくために，学校保健はどうあるべきでしょうか。 

本学会では「チーム学校における学校保健の連携と協働」を学会テーマに定めました。シンポ

ジウムでは，「保健教育で伝えること」をサブテーマに，学校薬剤師，学校長，中学校保健体育教

諭，養護教諭の 4 名のシンポジストにそれぞれの立場からご発表いただきます。 

教育講演は，関西国際大学教育学部教授の中尾繁樹先生をお招きして「みんなの特別支援教育 

～からだづくり こころほぐし～」についてご講演いただきます。昨年度，高等学校における通

級制度がスタートし、高等学校を含むすべての学校（教室）ですべての教員が特別支援教育を担

当する時代になったといえるでしょう。学校保健に携わる私たちもその専門性のひとつとして理

解し学び合いたいと思います。 

一般演題の発表は午前のプログラムとさせていただきます。日頃の研究の成果を拝聴できるこ

とを楽しみにしております。昼には兵庫大学健康科学部長で健康体力科学がご専門の朽木教授に

よる「座り過ぎ」についての「ミニ勉強会」も予定しています。お弁当をご持参いただいての参

加が可能です。 

加古川の地で近畿学校保健学会を開催することは初めてですが，是非とも大勢の方にご参加い

ただきますようお願い申し上げます。 

 最後になりましたが，本学会を開催するにあたり，ご後援いただきました兵庫県教育委員会，

加古川市教育委員会，高砂市教育委員会，兵庫県医師会，兵庫県歯科医師会，兵庫県薬剤師会，

加古川医師会，播磨歯科医師会，播磨薬剤師会，神戸新聞社の皆さま，そして兵庫大学に厚く御

礼申し上げます。  
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第 66回近畿学校保健学会プログラム 

 

学会テーマ  チーム学校における学校保健の連携と協働 

日 時    2019 年 7 月 6 日（土）10：00～17：00  

会 場    兵庫大学 5 号館 

       （http://www.hyogo-dai.ac.jp/でご確認ください） 

       〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家 2301 

（JR神戸線：JR東加古川駅下車 徒歩約 12分，JR東加古川駅⇔兵庫大学間のスクールバス

（無料）を運行（約 5分），お車でお越しの際は，構内の駐車場をご案内いたします。） 

 

時刻 用途 会場 

9：30～ 受付開始 大学 5 号館 4 階 

10：00～11：50 一般演題発表 

第 1 会場【4 階 402 講義室】 

第 2 会場【3 階 301 講義室】 

第 3 会場【3 階 302 講義室】 

 

大学 5 号館 

3・4 階 

12：00～12：30 ミニ勉強会 

講師 朽木 勤（兵庫大学健康科学部 教授） 

大学 5 号館 4 階 

401 講義室 

12：40～13：30 総会・評議員会 大学 5 号館 4 階 

401 講義室 

13：35～15：05 教育講演 

「みんなの特別支援教育  

～からだづくり こころほぐし～」 

講師 中尾繁樹（関西国際大学教育学部 教授） 

大学 5 号館 4 階 

401 講義室 

15：15～16：45 シンポジウム 

「チーム学校における学校保健の連携と協働 

  －保健教育で伝えること－ 」 

コーディネーター   大平曜子（兵庫大学） 

シンポジスト 

青木麻実子（播磨薬剤師会） 

岩田研二 （加古川市立若宮小学校長） 

松比良菜々（京都市立久世中学校保健体育科教諭） 

八木泰子 （神戸市立高丸小学校養護教諭） 

大学 5 号館 4 階 

401 講義室 

16：45～17：00 表彰式・閉会式 大学 5 号館 4 階 

401 講義室 

17：15～18：30 懇親会 大学 5 号館 2 階 

（食堂） 
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プログラム（一般演題） 

 

一般演題（発表 8分，討論 4分）10：00～11：48 

A会場【4階 402講義室】 

＜安全・配慮＞  10：00～10：36 座長 大川尚子（京都女子大学） 

A-1  学校におけるヒヤリ・ハット発生時の教職員間のコミュニケーションの実態 

    〇細川愛美（兵庫大学），西岡伸紀（兵庫教育大学） 

A-2  養護教諭のニーズから頭部外傷研修の実践活用を目指して 

    〇中島敦子（園田学園女子大学人間健康学部） 

A-3  養護教諭の救急処置研修への参加と処置に関する判断・対応との関連性 

    ○神崎園子，岡本 希，西岡伸紀（兵庫教育大学大学院） 

 

＜薬物・摂食障害＞10：36～11：12 座長 鬼頭英明（法政大学） 

A-4  薬物乱用防止啓発活動に関するリーダー育成効果の検討 

    ○毛利晴美 1)，久保加代子 1)，野口法子 2)，楠本久美子 3) 

1) 関西女子短期大学，2) 関西福祉科学大学，3) 四天王寺大学 

A-5 学校と医療のよりよい連携のために 

―保健室で使える摂食障害対応指針の紹介と研修会の評価― 

    ○唐木美喜子 1)，大波由美恵 2)，加地啓子 3)，伊藤民奈 4) 

1) ひょうごホームナーシング研究センター，2) 神戸市立井吹台中学校， 

3) 神戸市立星陵台中学校，4) 神戸市立塩屋中学校 

A-6  学校と医療のよりよい連携のために 

－摂食障害における早期対応と予防での養護教諭の関わりについての調査より－ 

    ○大波由美恵 1), 唐木美喜子 2), 加地啓子 3), 伊藤民奈 4) 

1) 神戸市立井吹台中学校，2) ひょうごホームナーシング研究センター， 

3) 神戸市立星陵台中学校，4) 神戸市立塩屋中学校 

 

＜健康教育＞ 11：12～11：48 座長 西岡伸紀（兵庫教育大学大学院） 

A-7 小学校における人型ロボット（Pepper）を活用した保健学習に関する研究 

     〇山田淳子 1)，山本泰誠 2)，谷川尚己 2)，上田裕司 3)，安倍健太郎 4) 

1) 草津市立老上西小学校，2) 滋賀大学教育学部，3) 愛知東邦大学， 

4) 一関工業高等専門学校 

A-8 中学校保健授業の導入における教材開発 ―「健康な生活と病気の予防」に着目して― 

    ○山本泰誠 1)，谷川尚己 1)，山田淳子 2)，上田裕司 3)，安倍健太郎 4) 

1) 滋賀大学教育学部，2) 草津市立老上西小学校，3) 愛知東邦大学， 

4) 一関工業高等専門学校 
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A-9 大学生の匂いへの意識と社会性との関連 

    ○井上文夫 1)，浅井千恵子 2)，藤原 寛 3) 

1) 京都教育大学，2) 関西福祉科学大学，3) 京都府立医科大学 

 

B会場【3階 301講義室】 

＜健康管理＞10：00～10：36 座長 辻井啓之（奈良教育大学） 

B-1  夕食時刻と生活習慣・健康状態・意識との関連 

    ○嶋津裕子（兵庫大学） 

B-2  運動器検診に伴う養護教諭による事前指導と事後指導に関する現状と課題 

―高等学校における養護教諭の指導内容に着目して― 

    ○八木利津子（桃山学院教育大学） 

B-3  ストレス要因が教員のメンタルヘルスに及ぼす影響 

    ○福山沙羅（加古川市役所健康課），細川愛美（兵庫大学） 

 

＜大学生・健康教育＞ 10：36～11：12 座長 春木 敏 （甲南女子大学） 

B-4 大学生における生活習慣改善と意思決定スキルとの関連性 

    ○衞藤佑喜，岡本 希，西岡伸紀（兵庫教育大学大学院） 

B-5 看護学生を対象に LTD 話し合い学習法を科目「学校保健論」に 3 年間試行した教育効果 

    ○古角好美（大和大学保健医療学部） 

B-6 大学新入生の生活習慣と学生生活への適応感について 

    ○高山昌子，竹端佑介，後和美朝（大阪国際大学） 

 

＜健康意識＞ 11：12～11：48 座長 吉岡隆之（奈良学園大学） 

B-7  児童生徒の学校健康診断結果の理解と活用 

－小・中・高生に対する予備的質問紙調査の結果より－ 

    ○大西 瞳，中村襟香，林 眞季，岡本 希，西岡伸紀（兵庫教育大学大学院） 

B-8 学校保健における身体計測の意義について 

    ○白石龍生（日本福祉大学） 

B-9 葛藤場面における傍観者の行動決定要因についての検討 

    ◯五十棲 計（滋賀大学大学院），大平雅子（滋賀大学教育学部） 

 

C会場【3階 302講義室】 

＜発達・支援＞ 10：00～10：36 座長 中村晴信（神戸大学大学院） 

C-1 低出生体重児の就園・就学に対する保護者の意識について 

    ○小島光華（兵庫大学） 
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C-2 吃音者（児）の吃音に対する受け止め方について 

～幼児期から青年期までの発達段階別に周囲との関わりを振り返って～ 

〇頃安史基（北播磨総合医療センター），小島光華（兵庫大学） 

C-3 出生前診断に対する意識と今後の課題 

    〇藤原 寛（京都府立医科大学），井上文夫（京都教育大学） 

 

＜運動＞ 10：36～11：24 座長 後和美朝（大阪国際大学） 

C-4 幼児期の日常の運動遊びが運動能力に及ぼす影響について 

    ○竹端佑介，高山昌子，後和美朝（大阪国際大学） 

C-5  幼児における日常の身体活動量と家庭及び保育施設における生活環境との関係 

    ○米野吉則，朽木 勤，大平曜子（兵庫大学） 

C-6  思春期前期における身体活動・座位行動が抑うつ，首尾一貫感覚に及ぼす影響 

    ○川勝佐希 1)，國土将平 2)，笠次良爾 3)，石井好二郎 4)  

       1) 帝京大学医療技術学部，2) 神戸大学大学院人間発達環境学研究科， 

3) 奈良教育大学保健体育講座，4) 同志社大学スポーツ健康科学部 

 

ミニ勉強会【4階 401講義室】12：00～12：30 

テーマ： 子どもの座位行動を身体活動に置き換える効果を考える 

講師：朽木 勤（兵庫大学健康科学部 教授）  

      ※昼食を食べながらの聴講も可能です。 

 

 

 

参加受付等のご案内 

 

 

◆受付時間・場所 

2019年 7月 6日（土）9：30～ 

兵庫大学 5号館 4階 401講義室前 

 

◆受付等について 

① 学会正会員 

・参加費 1,000 円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

・2019 年度年会費未納の方は，年会費 3,000 円を学会本部事務局にお納めください。年会費の

納入がない場合，参加費が当日会員と同じく 2,000円となりますのでご注意ください。 

② 当日会員 

・参加費 2,000 円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

③ 当日学生会員（参加費：大学院生 1,000円，学部学生 500円） 

・大学院生，学部学生は学生証を提示ください。提示のない場合，当日会員扱いになります。 
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④ 新規入会希望者 

・受付で入会申込用紙を受け取り，必要事項をご記入の上，年会費 3,000円を学会本部事務局に

お納めください。 

⑤ 昼食 

・2019年 6月 14日（金）までにお弁当のお申込みされた方は，受付にて代金 1,000円をお支払い

の上，「弁当引換券」をお受け取りください。お弁当は 11：50～12：45の間に 5号館 4階 401

講義室前（受付）でお渡しします。 

⑥ 懇親会（会費 4,000円） 

・準備の都合上，2019 年 6 月 14 日(金)までに，参加申込書を第 66 回近畿学校保健学会事務局

（Eメール送付先：kinki66@hyogo-dai.ac.jp）にお送りください。 

・会場：大学食堂 2 階 

・参加は事前申込制ですが，当日も若干名の方は受付いたします。 

・懇親会に参加される方は，受付にて会費をお支払いください。 

 

 ※ 名札には氏名・所属をご自身でご記入の上，会場では必ずご着用ください。 

 

◆一般演題発表者の方へ 

① 前演者の講演が始まると同時に，各会場前方の次演者席にご着席ください。 

② 発表は，1演題につき，発表 8分，討論 4分です。時間を厳守してください。 

③ 学会当日は，発表用のプロジェクター，コンピュータ（PC）を準備いたします。 

④ 発表用PCは，Windows 10で，アプリケーションはMicrosoft PowerPoint 2016になります。

発表用ファイルは，2019 年 6月 21日(金) までに学会事務局にメールでお送りください。 

ただし，ファイル容量が 5MBを超える場合は，CD-R等で郵送してください。 

⑤ PC を持ち込んで発表される場合，プロジェクターの接続コネクターは D-sub15 ピンです。 

HDMI または iPad 等のタブレットには対応していません。PC モニター出力端子の形状をご

確認のうえ，必要に応じて変換コネクター（ケーブル）等をご用意ください。 

⑥ 動画の使用は，原則としてお控えください（必要な場合は事務局で相談に応じますので，事前

にご連絡ください）。 

⑦ 資料を配布される場合は 70部ご用意ください。 

 

◆座長の先生方へ 

① 前座長の登壇後，前方の次座長席にご着席ください。 

② 受け持ち時間の進行は一任しますが，1 題あたり 12 分以内でご進行をお願いたします。 

③ 慣例により，後日「学会通信」用の座長のまとめを年次学会事務局までご提出いただきます

ようお願いします。締切は 2019 年 7 月 26 日(金)です。 

 

◆その他 

・学会開催時間内は，携帯電話などの通信機器類はマナーモードにするか電源をお切りください。 

・会場は敷地内を含めて禁煙です。ご協力をお願いします。 

・昼食休憩場所は，4階 401講義室（ミニ勉強会），402講義室，1階と 2階の食堂をご利用くださ

い。なお，食堂をご利用いただけますが，メニューは麺類のみとなります。 

・会場の周辺には，コンビニや飲食店が少なく，事前にお弁当のお申込みをお勧めします。 

・手荷物預かり（クローク）のサービスは行いません。 

・大学構内の駐車場をご利用いただけます。正門にてスタッフが駐車場所を案内いたします。進

入禁止箇所など，構内のルールに従ってください。 
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◆会場までのアクセス 

 

 

 

♦周辺マップ 

JR神戸線：JR東加古川駅下車 北へ徒歩約 12分 

  JR東加古川駅⇔兵庫大学間のスクールバス（無料）を運行（約 5分） 

スクールバスの時刻表・乗り場 
●時刻表は変更の可能性あり 

●乗車には、パンフレット・参加証の提示が必要 

＊お車でお越しの際

は，構内の駐車場を

ご案内いたします。 
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会場案内
図 

受付場所（５号館４階４０１講義室前） 

 

懇親会会場（５号館２階食堂） 

学会会場（５号館４階・３階） 

大学５号館４階 大学５号館３階 

４階 

 

５号館 

３階 

 

受付 

ＥＶ 

４０１ 

講義室 

４０２

講義室 

３０１ 

講義室 

３０２ 

講義室 

ＥＶ 
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2019年度近畿学校保健学会評議員会・総会 議題 

 

日 時： 2019年7月6日（土） 12：40～13：30 

場 所： 兵庫大学 5号館 401講義室 

議 題： 1．平成30年度事業報告 

2．平成30年度決算報告及び会計監査報告 

3．2019年度予算案（事業計画） 

4．名誉会員の承認 

5．次期学会開催地及び会長 

6．その他 

                                            

 

平成 30年度 

第 3回近畿学校保健学会幹事会議事録 

 

日時：平成31年1月27日（日）15：00～17：00 

場所：大阪教育大学天王寺キャンパス 

 東館 第 1 講義室 

出席者：【幹事長】白石 

【常任幹事】大川，鬼頭，後和 

【幹事】（滋賀）板持，谷川 

（京都）井上，藤原 

（大阪）古角，松永，吉岡 

（兵庫）川畑，中村，西岡，春木，森脇 

（奈良）辻井 

（和歌山）松本，宮下 

オブザーバー：大平（兵庫） 

（計 20名敬称略・順不同） 

 

 

議 事： 

1．近畿学校保健学会役員改選について 

後和選挙管理委員長より同日の 11 時より開

催された第2回選挙管理委員会での結果につ

いて報告された。 選挙権有資格者は 189 名，

被選挙権有資格者は 148 名，投票期間は平

成 31 年 1 月 30 日～2 月 8 日（消印有効），

得票数が上位の者から評議員および幹事を

選出すること，投票には返信費用（82 円切

手）の負担を頂くことが確認された。 

 

2．第 66回近畿学校保健学会について 

大平年次学会長より学会通信 152 号に掲載

予定の開催要項に沿って説明され，ランチョ

ンセミナーとしてミニ勉強会を開催した旨

の要望があり，従来 1時間としていた評議員

会・総会を 45分とし，ミニ勉強会を 12時 10

分～12 時 40 分，評議委員会・総会を 12 時

45 分～13 時 30 分としたプログラム案が了

承された。また，大会実行委員会において発

表に際しての倫理的配慮についての意見が

出たことが報告され，「演題発表・抄録原稿の

作成要項」に倫理的配慮および利益相反

（COI）についての文言を追加することとな

った。 

3．その他 

特になかった。 

 

報 告： 

1．第 7回研修セミナーについて 

後和常任幹事より平成 30年 12月 15日に開

催された第 7回セミナーについて，参加者総

数が 12 名で，ストレスマネージメントの実

習も交えた有意義な研修セミナーであった

ことが報告された。 

2．学会通信（No.152）の発刊について 

後和常任幹事から資料をもとに 152 号の概

要が説明され，内容は主に第 66 回近畿学校

保健学会開催要項となるが，その他に第 7 回

セミナー報告等を含めて 12 頁にわたること
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が説明され，指摘された加筆修正部分を加え

た後，3 月上旬に発送予定であることが報告

された。 

3．その他 

・演題募集の増加を図るために，開催要項が掲

載される学会通信 153 号発行以前にホーム

ページで公開してはとの意見があり，演題申

込みのための関連ファイルのダウンロード

等も含めて学会通信 153 号発行以前に公開

することとした。 

・学会通信 152号の送付に合わせて学会新企画

「学校保健分野における研究の進め方 ここ

が聞いてみたいところ」を同封することとな

っているが，著作権の放棄とホームページ上

でのPDFによる公開が確認された。 

 

 

平成30年度 

第 2回選挙管理委員会議事録 

日時：平成 31 年 1 月 27 日（日）11:00～12:30 

場所：関西福祉科学大学上本町サテライト 

出席者：【委員長】後和（大阪） 

【委員】谷川（滋賀），井上（京都） 

松本（和歌山），春木（兵庫），

辻井（奈良） 

【事務局】大川（常任幹事） 

【オブザーバー】白石（幹事長） 

 

議 題： 

1．選挙権者および被選挙権者の確定 

事務局で用意した会費納入状況をもとに，

平成 30 年 12 月 31 日までの会費納入者が

有資格者であることが確認され，選挙権有

資格者 189 名，被選挙権有資格者 148 名を

確定した。 

2．投票用紙発送作業 

各府県選出の選挙委員の確認のもと，非選

挙人名簿，投票用紙，投票用紙封入用封筒，

返信用封筒の封入作業が行われた。 

3．選挙日程について 

予定通り，投票期間は平成 31 年 1 月 30 日

～2 月 8 日（消印有効），開票日は平成 31

年 2 月 14 日，評議員および幹事の承諾締

切日は平成 31 年 2 月 28 日（消印有効）と

することが確認された。 

4．その他 

特になかった。 

 

 

平成30年度 

第 3回選挙管理委員会議事録 

日時：平成 31 年 2 月 14 日（日）13:00～15:30 

場所：関西福祉科学大学上本町サテライト 

出席者：【委員長】後和（大阪） 

【委員】谷川（滋賀），井上（京都） 

松本（和歌山） 

【事務局】大川（常任幹事） 

【オブザーバー】白石（幹事長） 

欠席者：【委員】春木（兵庫），辻井（奈良） 

 

議 題： 

1．投票用紙の確認について 

投票用紙の発送は 189票，返送は 107票で，

投票率は 57%であった。うち無効投票は 3

票（投票期間以後の返送）であった。各府

県の詳細は下記のとおりである。 

滋賀：16 票（59%），京都：17 通（63%），

大阪：27 通（50%），兵庫：18 通（41%），

奈良：9 通（90%），和歌山：17 通（63%） 

2．開票作業について 

選挙管理委員が 2 人 1 組になって，自分の

府県の開票をした後，他の府県も再度チェ

ックし一覧表を作成した。その後，府県別

に評議員の確定を行い，上位から幹事を確

定した。 

3．選挙結果送付について 

選挙結果は 2 月 23 日に評議員・幹事とも

に発送予定であり，2 月 26 日までに辞退者

のみ事務局まで連絡を依頼する。辞退者が

出た場合の繰り上げ当選の対応については，

補欠者名簿より行うこととなった。 

4．その他 

特になし 
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関連学会開催日程 

◇日本養護教諭教育学会（第 26回学術集会） 

会長：鈴木裕子（国士舘大学） 

テーマ：みらいにつなぐ養護教諭のアイデンティティ ー新時代の学校教育にいきる実践理論の創造ー 

期日：2019 年 10 月 12 日（土）～13 日（日） 

会場：はまぎんホールヴィアマーレ（〒220-8611 横浜市西区みなとみらい 3-1-1） 

   TKP ガーデンシティ PREMIUM 横浜ランドマークタワー 

（〒220-8125 横浜市西区みなとみらい 2-2-1） 

＊詳細については学会ホームページ（https://www.jayte27kanagawa.com/）でご確認ください。 

◇日本学校保健学会（第 66回学術大会） 

会長：朝倉隆司（東京学芸大学） 

テーマ：多様化・複雑化するグローバル社会と身近な社会の現実を生き抜く若者を育てる 

期日：2019 年 11 月 29 日（金）～12 月 1 日（日） 

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

＊詳細については学会ホームページ（http://http://web.apollon.nta.co.jp/jash66/）で 

ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

川崎市で登校中の小学生らが襲われ，児童と保護者が亡くなる事件が発生しました。お二人のご

冥福を心からお祈りすると同時に，ご遺族の皆様のお気持ちを思うと本当に辛く心が痛みます。こ

うした事件を防ぐには何が必要なのでしょうか。この小学校は安全対策に相当力を入れていたよ

うですが，それでも事故は起こってしまいました。学校安全には安全管理と安全教育の 2 つの柱

がありますが，いくら対策を講じても 100%予防するのは困難です。犯罪の予防には，そもそもこ

うした犯罪を起こす気持ちになる人を一人も出さないことが重要です。そのためには家庭での教

育，子育てが大切であることはもちろんですが，我々学校関係者に出来ることは，保健教育で子ど

も達にライフスキルを習得させることです。児童生徒に様々なストレスに対する折り合いの付け

方を身につけさせることが，将来の犯罪を防ぐことに繋がるのではないでしょうか？ 

皆様，5年間ありがとうございました。周りの常任幹事の先生方と会員の皆様に助けてもらって

ばかりの 5年間でした。この場をお借りして御礼申し上げます。 

（常任幹事 笠次良爾） 


